はじめに by 羽間, 京子 & HAZAMA, Kyoko
  
はじめに 
 
 本報告書は、千葉大学人文社会科学研究科研究プロジェクト「保護観察中の
覚せい剤事犯者の処遇方策に関する研究」（研究期間：2012 年度～2014 年度〔予
定〕）の中間報告である。 
  
 覚せい剤乱用者は、受刑を繰り返す傾向が顕著であり（平成 21 年版犯罪白書）、
その再犯防止が、刑事政策上の重要な課題となっている。法務省は、認知行動
療法の知見を取り入れた覚せい剤事犯者処遇プログラムを開発し、平成 20 年 6
月から全国の保護観察所において、覚せい剤事犯者の保護観察付執行猶予者と
刑務所等からの仮釈放者を対象として、同プログラムを実施してきた。しかし、
その処遇効果について十分に明らかにされたとは言えない現状にある。そこで、
本研究は、現職の保護観察官らと共同し、より実効性のある保護観察処遇のあ
り方に関する実践的な研究を行うこととした。 
 
 論文 1 は、研究代表者・羽間京子と現職の法務省職員である勝田聡が共同し
てまとめた。そこでは、覚せい剤事犯者処遇プログラムをはじめとする、保護
観察における専門的処遇プログラムの効果測定のあり方について、先行研究と
は異なり、従属変数は再犯の有無とすべきこと（再使用のおそれが高い薬物事
犯者の場合は再犯期間を含めることもありうる）、独立変数の一つとなる動機づ
けの測定方法に関する更なる議論の積み重ねが今後求められる課題であること
を指摘したものである。本研究の総論にあたる。 
 論文 2 は、勝田聡と羽間京子による。この論文では、覚せい剤事犯者の処遇
効果に関する海外ならびに本邦の先行研究の現状を概観したうえで、その問題
点として、研究の結果が一定していないこと、効果測定で用いられている自己
効力感や動機づけを測るスケールの回答結果は一時的あるいは状況依存的であ
る可能性を否定できないこと、覚せい剤事犯者の特徴について再犯リスクを含
めた精緻な分析がなされていないことが指摘されている。さらに、日本におけ
る覚せい剤事犯者の保護観察処遇に関する研究課題として、再使用や再犯の状
況を追跡調査し、実証的な検証を行う必要性を論じた。 
―  1  ―
  
 論文 3 は、勝田聡ならびに、現職の保護観察官である牧山夕子（さいたま保
護観察所）、田中健太郎（千葉保護観察所）による。薬物事犯者の保護観察処遇
のために、彼／彼女らの薬物問題についての的確なアセスメントが必要である
ことは言うまでもない。そのために、著者らは、覚せい剤事犯者に対する薬物
乱用質問紙を開発・実施し、面接場面においてライフヒストリーの丁寧な聴取
を行った。その結果、保護観察官が、薬物事犯者についてのより詳細な情報を
得、その理解が深まり、よりよい処遇方針を立てることができること、薬物事
犯者自身にとっても、自らの薬物問題への認識を深める機会になることが見い
だされた。 
2013 年 6 月に、「刑法等の一部を改正する法律」及び「薬物使用等の罪を犯
した者に対する刑の一部の執行猶予に関する法律」が成立・公布された。今後
3 年以内に、薬物事犯者に対する刑の一部の執行猶予制度が施行されることと
なり、薬物事犯者、特に日本で乱用者が多い覚せい剤事犯者の実効性ある保護
観察処遇が求められている。 
犯罪者処遇の実践家とのネットワークをさらに広げながら、本研究を進めて
いきたい。 
 
2014 年 2 月 
羽間 京子 
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